
【格言講座①】二目の頭見ずハネよ 

 

  

 
2 [A].

◆「二目の頭見ずハネよ」とは？◇ 

敵と味方が密着して競り合っているときに、相手の進行を止める「ハネ」が

とても大きな手です。という格言で、序盤の接近戦の時に使える格言です。 
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【例１】このような形の時に… 黒１のハネが好手です◎ 
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【例２】三々入りから… 黒４のハネが好手です◎ 
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【例外】ハサミ⇒三々入りの時は… 白×がいるので黒６のノビが大事です◎ 

【二目の頭は、周囲に敵がいない時にハネる】 

・味方が多い時、敵が近くにいない時 ⇒ ハネ 

・周囲に敵がいる時 ⇒ ノビ 

※石の強弱を見て、ハネかノビかを選びましょう◎ 
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【参考棋譜のポイント】（黒１～黒６５手まで） 

◎白１０…黒５がいるので、二目頭をハネずに「ノビ」を選びました。 

    ⇒ 周囲に敵がいることの確認が大切ですね。 

◎黒２１…白２０は、白模様を拡大しながら Aの「オキ」を狙っています。 

     黒２１は白 Aを先手で防ぐ「ブツカリ」という手です。 

    ⇒ 黒二子の呼吸点が多く、弱い石ではないので二目の頭をぶつけて

も危険な状態にならないのです。※石数ではなく強弱が大事！ 

◎白２６…周囲に敵がいないので二目の頭をハネました◎ 

    ⇒ 白１０のノビとセットで覚えましょう。 

◎白４８…黒の二目の頭をハネました。上辺方面に黒がいないからですね。 

    ⇒ おかげで上辺の白模様がとても大きくなりました。 

    ※黒も右下が大きい＆四隅を取っているので、互角の戦いです。 


